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白
女
・
白
工
が
優
秀
校
に

　
「
華
ひ
ら
け
　
無
限
の
力
　
宮
城
の
夏
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
高
校
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
平
成
二
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
（
宮
城
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
．
七
月
三
十
一
日

か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
大
会
期
間
中
、
宮
城
県
内
各
地
の
競
技
会

場
で
二
十
六
競
技
に
約
三
万
人
の
高
校
生
が
参
加
、
宮
城
県
勢
の
大

躍
進
に
大
き
な
声
援
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
、

礫
照
．

白
石
川
緑
地
で
開
会
式

　
白
石
市
に
お
い
て
は
、
蔵
王
町
・
七

ケ
宿
町
・
川
崎
町
・
仙
台
市
に
ま
た
が

る
蔵
王
山
系
を
舞
台
に
し
て
、
登
山
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
月
一
日
九
時

か
ら
白
石
川
緑
地
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
全
国
か
ら
百
十
三

校
、
四
百
五
十
二
名
の
選
手
が
登
山
姿

で
入
場
行
進
。
真
夏
の
日
差
し
が
朝
か

ら
照
り
つ
け
る
猛
暑
の
中
、
池
田
詔
彦

登
山
競
技
副
委
員
長
の
開
会
宣
言
で
幕

を
開
け
、
地
元
市
町
の
代
表
と
し
て
川

井
市
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
地
元
高
校
生
代
表
と
し

て
、
白
石
女
子
高
校
三
年
中
原
幸
子
さ

ん
が
、
　
「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発

蔑

置、、
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鰍
奪

白石女子高校（左から川村由紀子さん、緑川直美さ

ん、小野由佳さん、太斎陽子さん）

　「体力的にギリギリでした」とは言うものの、み

ごと体力で最高点を獲得し、喜びもひとしお。

零霧騨縮．麟耀

▲静かな闘志を燃やして130校の精鋭が入場行進
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白石工業高校（左上から星野靖さん、小野新治さん、

左下から吉岡監督、村上和彦さん、遠藤孝一さん）

　苦手としていたテント設営もうまくこなし、ベス
　　　　　　　　　かんろく
トを尽した表情には、貫様さえ感じられます。

揮
し
て
、
こ
の
雄
大
な
蔵
王
連
峰
で
全

力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
参
加
選

手
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　
選
手
宣
誓
は
、
宮
城
県
代
表
チ
！
ム

キ
ャ
プ
テ
ン
・
黒
川
高
校
三
年
根
元
信

一
君
。
堂
々
の
宣
誓
に
観
客
か
ら
温
か

く
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
猛
暑
の
中
の

　
　
　
　
　
サ
バ
イ
バ
ル

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
雄
大
な
蔵
王
山
系

（
大
東
岳
－
雁
戸
山
－
名
号
峰
－
熊
野

岳
－
刈
田
岳
－
屏
風
岳
－
不
忘
山
）
に

至
る
約
五
〇
㎞
。
八
月
二
日
か
ら
四
日

ま
で
、
A
隊
（
団
体
男
子
）
四
十
六
校
、

B
隊
（
団
体
女
子
）
四
十
四
校
、
C
隊

（
種
目
男
子
縦
走
）
二
十
三
校
が
四
人

パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
て
競
技
を
行
い
ま

し
た
。
高
山
地
帯
と
は
い
え
、
日
中
の

暑
さ
が
三
十
度
を
超
え
る
悪
条
件
の
中
、

一
〇
㎏
以
上
の
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
の
行

動
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
や
っ
た
ぞ
ー
白
石
勢

　
大
会
の
結
果
は
五
日
の
閉
会
式
で
発
表

さ
れ
、
団
体
女
子
で
白
石
女
子
高
校
、
種

目
男
子
縦
走
で
白
石
工
業
高
校
が
見
事
優

秀
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和

五
十
六
年
大
会
で
白
石
女
子
高
校
が
優
秀

校
に
選
ば
れ
て
以
来
の
快
挙
で
、
男
女
ア

ベ
ッ
ク
で
の
受
賞
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
両
校
は
自
ら
の
足
で
勝
ち
得
た
金
メ

ダ
ル
を
胸
に
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た

顔
か
ら
白
い
歯
を
の
ぞ
か
せ
て
、
お
互

い
の
健
闘
を
た
た
え
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
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秀
校
の
顔
ぶ
れ

A
隊
（
団
体
男
子
）

　
山
形
南
高
校
（
山
形
県
）

　
防
府
高
校
（
山
口
県
）

　
広
島
学
院
高
校
（
広
島
県
）

　
青
森
工
業
高
校
（
青
森
県
）

B
隊
（
団
体
女
子
）

　
三
田
尻
女
子
高
校
（
山
口
県
）

　
白
石
女
子
高
校
（
宮
城
県
）

　
高
陽
高
校
（
広
島
県
）

　
大
館
鳳
鳴
高
校
（
秋
田
県
）

C
隊
（
種
目
男
子
縦
走
）

　
大
館
鳳
鳴
高
校
（
秋
田
県
）

　
白
石
工
業
高
校
（
宮
城
県
）

　
福
岡
高
校
（
福
岡
県
）

　
山
岳
競
技
は
、
他
の
競
技
と
違
っ
て

一
位
・
二
位
と
い
っ
た
順
位
づ
け
を
せ

ず
、
優
秀
校
と
し
て
団
体
男
子
・
団
体

女
子
各
四
校
、
種
目
別
男
子
縦
走
三
校

を
選
定
し
て
い
ま
す
。
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　インターハイの主役は高校生。厳しい予選を勝

ち抜いて選手として出場した生徒はもちろんのこ

と、生徒全員が何らかの形でインターハイに参加

し、大会を支えてきた。登山大会を支えた高校生

たちの笑顔は、全国から訪れた選手一人一人に、

さわやかな風を届けてくれたにちがいない。
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　「気を静めるために抹茶をどうぞ」と白女高茶道部が開
　　のだて会式に野点のお茶と特製のお菓子を選手たちにサービス。

　　　♂く｝　　　　　　　弓～　　　　　　　　　　　謬一

　牛乳パックを再利用したはがきづくり。参加

選手への記念に配るため、白高・白工高・白女

高の協同作戦で1，600枚以上を作り上げた。

》

高校生代表で歓迎の言葉を述べた

　白石女子高校生徒会長

　　　　中原　幸子さん（3年）
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　報道ウーマンとして大活躍の白女高新聞部。取材

の成果「白女高新聞」は5日の閉会式に選手・役員
全員に配られた。

■薩1◇
　「今日のために、昨年の高知大会

の開会式も見学しました。また総合

開会式であいさつした宮二女高の菅

野さんの話も聞いて研究してきまし

た。　緊張することなく、気持ち良

く話すことができました。我が校の

山岳部には是非がんばって、優秀校

に入ってもらいたいと思います。」
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　開会式の5日前、90名の高校生が会場周辺を清掃。黙々と空缶を集
　め、グランドを整備した君たちに心から拍手を送りたい。
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　ブラスバンドは市内3校の合同

演奏。大会賛歌「無限の力」は白

女高佐藤博子さん（昨年度3年生）

の作詞とあって演奏に一段と力が

こもった。

若い者だけに
　まかせてはおけん！

遍

瀞

毛…　　　膨　1撃’

　　　焔懸　醗
瓢　　　　　　　．　、　　　　『　　　　翻

　市内の登山グループ・白峰会は、

自費を捻出して不忘山頂に150キロ

もある石の道標を4時間を費やして

担ぎ上げ、建立した。さすが山男！

　白石市公衆衛生組合連合会員20名

は、気持ちよく登山できるようにと

刈田岳山頂付近のゴミ、空缶を拾い

集めた。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山
大
会
歓
迎
の
こ
と
ば

●
市
長
川
井
貞

　
平
成
二
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
第
三
十
四
回
登
山

大
会
の
選
手
諸
君
、
よ
う
こ
そ
お
い
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
た
ち
、
蔵
王
山
麓
二
市
三
町
の
住
民

は
、
こ
ぞ
っ
て
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
登
山
競
技
を
行
う
蔵
王
連
峰
は
、

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
常
に
哀
歓
を

共
に
し
て
生
き
て
き
た
山
々
で
す
。
そ
の
魂
の
交

流
の
一
つ
を
紹
介
し
、
歓
迎
の
こ
と
ば
に
代
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
蔵
王
連
峰
の
南
端
、
不
忘
山
の
頂
上
近
く
、
巨

大
な
火
山
岩
の
母
石
に
、
一
つ
の
碑
文
が
刻
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
登
山
者
は
誰
も
が
立
ち
止
ま
り
、

帽
子
を
と
っ
て
頭
を
下
げ
、
ま
た
、
あ
る
人
は
合

掌
し
て
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
不
忘

の
碑
」
で
す
。

　
終
戦
間
近
の
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
夜
、
三
機

の
B
2
9
が
不
忘
山
の
七
合
目
付
近
に
相
次
い
で
激

突
し
、
炎
上
し
ま
し
た
。
捜
査
に
山
に
登
っ
た
人

た
ち
が
見
た
の
は
、
三
十
四
名
の
乗
組
員
全
員
が

死
亡
し
て
い
る
姿
で
し
た
。
中
に
は
、
脱
出
し
て

機
体
わ
き
の
雪
の
上
に
円
陣
を
つ
く
っ
て
、
凍
死

し
て
い
る
人
た
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
一
人
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
は
、
妻
と
み
ら
れ
る
女
性
が
二
、
三
歳
の
子

ど
も
を
抱
い
て
笑
っ
て
い
る
写
真
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
三
機
の
B
2
9
が
、
ど
う
し
て
墜
落
し
た
の

か
は
謎
で
す
。
今
も
不
忘
山
は
、
そ
の
謎
を
秘
め

た
ま
ま
、
山
裾
の
長
老
湖
に
美
し
い
影
を
た
た
え

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
十
数
年
経
っ
た
昭
和
三
十
五
年
、
こ

の
山
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
い
名
も
な
い
山

男
た
ち
の
間
か
ら
、
　
「
山
で
死
ん
だ
者
は
み
ん
な

俺
た
ち
の
仲
間
な
ん
だ
。
異
国
に
散
っ
た
ア
メ
リ

カ
空
軍
兵
士
の
た
め
に
、
そ
し
て
世
界
平
和
の
呼

び
掛
け
の
た
め
に
碑
を
建
立
し
よ
う
」
と
い
う
話

が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
不
忘
会
」
と

い
う
組
織
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。
「
不
忘
会
」

の
人
た
ち
は
、
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
間
は
み
な
兄
弟
で
あ
る
。
そ
の
生
命
は
尊

敬
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
碑
は
・
世
界
中
の
戦

没
兵
士
に
捧
げ
る
鎮
魂
の
碑
な
の
で
あ
る
」

　
昭
和
三
十
六
年
九
月
二
十
三
日
、
碑
の
除
幕
式不忘山頂付近に建立された不忘の碑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
　
「
不
忘
の
碑
」
は
厳

し
い
蔵
王
の
風
雪
の
中
に
ど
っ
し
り
と
腰
を
据
え
・

戦
争
と
は
？
平
和
と
は
？
人
類
愛
と
は
？
を
問
い

掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
不
忘
の
碑
」
建
立
に
力
を
尽
く
し
た
人
た
ち

の
誰
一
人
と
し
て
、
建
立
者
の
名
誉
を
後
世
に
残

し
た
い
な
ど
と
思
う
者
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
・
こ
の
碑
は
永
遠
の
生
命
を
持
ち
、

登
山
者
の
共
感
を
呼
ぴ
な
が
ら
、
愛
の
尊
さ
を
語

り
続
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
い
た
だ
く

　
勝
利
者
と
は
、
冠
を
戴
く
者
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
己
の
力
の
す
べ
て
を
燃
焼
し
尽
く
し
・
悔

い
の
な
い
競
技
を
行
っ
た
者
こ
そ
が
勝
利
者
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
諸
君
の
す
べ
て
が
、
素
晴
ら
し
い

勝
利
者
と
な
り
、
心
の
中
に
「
不
忘
の
碑
」
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
青
春
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
う
ち

立
て
、
そ
れ
を
抱
い
て
ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と
を

祈
念
し
、
歓
迎
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

5
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／
　
ク

ラ
ス
紹
介
⑳
深
谷
小

敏

曽

鍔
魏爵

明
る
い
ク
ラ
ス
六
年
生
！

　
ぽ
く
た
ち
の
学
校
は
、
本
校
が
一
五

七
人
、
三
住
分
校
が
三
十
二
人
、
あ
わ

せ
で
、
　
八
九
人
で
す
。

　
ぼ
く
の
い
る
本
校
で
は
、
毎
朝
、
授

業
前
運
動
を
し
て
体
を
き
た
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
毎
週
土
曜
日
に
は
、
た
て

割
り
リ
レ
ー
が
あ
り
ま
す
。
六
つ
の
チ
ー

ム
が
あ
っ
て
新
記
録
を
ね
ら
っ
て
走
っ

て
い
る
の
で
、
毎
週
い
い
新
記
録
が
で

ま
す
。
九
月
九
日
の
運
動
会
に
は
、
分

校
の
チ
ー
ム
を
入
れ
て
七
チ
ー
ム
で
走

る
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
男
子
十
二

六
年
　
古
山
　
大
介

名
、
女
子
十
二
名
、
計
二
十
四
名
の
元

気
い
っ
ぱ
い
の
ク
ラ
ス
で
す
。
担
任
の

先
生
は
、
佐
々
木
雄
先
生
で
す
。
先
生

は
、
明
る
く
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
先
生

で
、
授
業
中
も
よ
く
み
ん
な
を
笑
わ
せ

て
く
れ
ま
す
が
、
お
こ
る
と
き
は
、
こ

わ
い
先
生
に
な
り
ま
す
。
毎
日
、
昼
休

み
に
は
、
い
っ
し
ょ
に
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
く
れ
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
六
年
生
が
二
十

四
人
し
か
い
な
い
の
で
、
全
員
が
下
級

生
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
し
っ
か
り
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
・
ク
ラ

ス
で
は
“
良
い
手
本
に
な
ろ
う
”
と

い
う
目
標
を
決
め
て
、
全
員
で
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
な
ど
は
、
ず
い

ぶ
ん
大
き
な
声
で
言
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
修
学
旅
行
は
会
津
若
松
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
み
ん
な
と
い
っ

し
ょ
に
ホ
テ
ル
に
と
ま
っ
た
こ
と
が
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
多
く
の
良
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
で
、
卒
業
ま
で
に
、
み
ん
な
で
も
っ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
全
員
で
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
［
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rP’含

纏駐’

灘雛　
　
　
　
　
　
歳

脚
　
㎞
．

　
　
㌢
茎
　
　
　
　
飽
、

曝
，

蜜

、

甦

’
　
藁
虹
黛

び
、

焼

　
　
大
鷹
沢
大
町
地
域
は
、
む
か
し
大
谷

　
村
と
呼
ん
で
い
た
が
、
中
世
末
期
頃
伊

　
達
氏
家
臣
大
町
氏
が
大
町
城
を
築
城
し

　
居
住
し
て
以
来
、
大
町
村
と
呼
ぶ
よ
う

　
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　
山
間
地
の
多
い
こ
の
村
に
は
、
用
水
確

　
保
の
た
め
数
多
く
の
堤
が
造
ら
れ
、
江

　
戸
時
代
に
は
若
林
堤
、
深
沢
堤
、
尾
井

　
戸
堤
、
宮
在
家
堤
な
ど
十
四
の
堤
が
知

　
ら
れ
て
い
た
。
　
（
風
土
記
書
出
）

　
　
弁
天
沼
も
こ
の
う
ち
の
一
つ
で
、
か

　
つ
て
は
若
林
堤
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

　
江
戸
時
代
末
頃
に
湖
畔
に
弁
財
天
が
祀

　
ら
れ
て
以
来
、
弁
天
沼
と
も
呼
ば
れ
る

　
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
元
治
元
年

一

建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
、
日
々

＝
（
一
八
六
四
）
に
は
、
「
禁
伐
木
碑
」
が

；

滋
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　纏
　　　　　l

　l

　　　　　　　　　　　灘　　　麟

村
内
が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
と
、
金
華

山
弁
財
天
に
祈
願
し
、
さ
ら
に
「
君
家

安
穏
、
五
殻
成
就
、
家
々
豊
貴
、
繁
昌

用
水
」
の
た
め
、
「
北
は
伊
久
根
境
、

東
は
百
峰
通
り
、
南
は
金
山
道
境
ま
で
」

の
森
林
を
よ
く
手
入
れ
し
、
後
代
ま
で

「
伐
木
を
禁
ず
る
」
と
、
肝
入
大
野
治

左
衛
門
（
出
雲
の
人
）
や
村
役
人
が
建

て
た
も
の
で
あ
る
。
撰
文
は
満
蔵
院
有

祐
、
書
は
片
倉
家
の
家
老
小
嶋
宜
次
の

手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
自
然
愛
護
、
愛
林
の
教
え
は
大

鷹
沢
の
伝
統
と
し
て
、
明
治
以
後
も
代
々

の
村
長
を
始
め
村
民
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
た
。
特
に
大
正
十
一
年
に
就
任
し

た
第
十
三
代
村
長
志
村
留
五
郎
は
、
毛

無
山
に
一
二
（
Q
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
官
行
造

林
を
行
う
な
ど
の
実
績

を
上
げ
て
地
区
民
か
ら

敬
愛
さ
れ
た
。
今
、
大

鷹
沢
小
学
校
に
あ
る
志

村
村
長
の
頒
徳
碑
は
、

市
民
に
森
林
の
大
切
さ

を
語
り
か
け
て
い
る
。

　
ま
た
昭
和
二
十
七
年

に
大
鷹
沢
中
学
校
、
昭

和
三
十
一
年
に
大
鷹
沢

小
学
校
が
「
学
校
植
林
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
全
国
一
の

栄
冠
に
輝
い
て
お
り
、

伝
統
が
確
実
に
現
在
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
白
石
市
で
も
「
禁
伐

木
」
の
教
え
に
な
ら
い
、

二
十
一
世
紀
を
担
う
若
者
が
自
然
の
大

切
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
で
き
る
よ
う
、

弁
天
沼
周
辺
を
後
代
ま
で
も
伐
採
し
な

い
「
不
伐
の
森
公
園
」
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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プZ
’

が
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憲
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墓
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墓
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軸
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鍵■

　
蹴

麺
徹君（南町）力口藤

　　朗さん、由紀子さんの長男

ママからひとこと

　“丈夫で明るい子になってネ”

パパからひとこと

　“頑固一徹〃”

書
悪
轟
塁
慧
墓
章
塞
肇
霊
墓
塁
塞
薮
警
㌣
警
悪
感
曇
輩融拗醐拗擬鱗繊鱒蘇．醐：鱒醐拗嚇蘇

　
　
　
　
　
感
膨
鑛
．
｛
［
．

　
　
　
　
　
齢
賠
霧
　
　
灘
、
撫

．
愈
鞭

「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
ひ
く
友
達
」

　
　
　
　
大
槻
　
舞
（
斎
川
小
四
年
）

う偶る0ケツサワ

「にじのはし」

亜希（福岡小2年半沢

配駆zヱ配歴zエzヱz瓢配配zヱ湿厘皿z擾zヱ座歴座配皿zヱー座皿z皿

川
股

兵
三
選

朝
ご
と
に
茄
子
の
葉
に
お
く
露
し
げ
く
紫
さ
ら
に
濃

く
な
り
ゆ
く
も
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

娘
の
家
か
ら
戻
り
て
思
う
安
堵
感
茶
の
間
明
る
く
夫

の
待
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
数
子

逝
き
し
息
子
を
子
離
れ
せ
ね
ば
と
あ
り
し
日
に
思
ひ

し
わ
れ
を
今
悔
み
を
り
　
　
　
　
　
　
荒
木
喜
代
子

野
あ
ざ
み
は
風
に
ゆ
れ
つ
つ
土
手
に
見
え
手
折
ら
ん

と
し
て
指
差
し
の
べ
ぬ
　
　
　
　
　
　
日
下
　
栄
子

若
き
日
の
記
憶
に
残
る
乳
神
社
広
報
の
史
跡
欄
を
読

め
ば
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

ピ
ア
ノ
の
曲
を
口
づ
さ
み
い
し
声
も
消
え
子
は
眠
り

た
る
ら
し
雨
の
夕
べ
を
　
　
　
　
　
小
野
祐
子

梅
漬
け
し
手
に
染
り
た
る
紫
蘇
の
香
の
失
せ
ざ
る
ま

ま
に
便
り
書
き
を
り
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

紫
に
熟
れ
し
桑
ご
の
匂
へ
る
に
友
と
と
り
合
い
し
幼

き
日
浮
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

腰
痛
の
わ
れ
は
山
寺
の
坂
登
れ
ぬ
に
句
碑
の
辺
り
の

銀
杏
葉
拾
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

い
だ
す
硬
貨
生
肝
移
植
に
些
少
と
も
趣
旨
に
賛
同
し

心
足
ら
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

「
評
」
一
首
目
、
農
作
業
を
す
る
作
者
の
生
活
詠
、

対
象
物
を
的
確
に
見
て
表
現
し
て
い
る
。
毎
日
手
が

け
て
い
る
茄
子
の
鮮
や
か
な
紫
と
葉
に
お
く
露
が
美

し
い
。
二
首
目
、
久
々
に
訪
ね
た
娘
の
家
に
親
と
し

て
の
安
堵
と
夫
の
待
つ
明
る
い
茶
の
間
と
心
安
ら
ぐ

実
感
の
歌
。

鈴
木
貞
二
選

ダ
ム
満
ち
て
老
鴬
声
の
限
り
な
く

ね
　
む

合
歓
の
花
亡
母
の
か
た
み
の
似
合
う
齢

夕
虹
や
牛
長
く
鳴
く
開
拓
地

鈴
木
鉄
二
郎

赤
間
た
か
子

若
桑
源
治
郎

く
　
ち
　
な
　
ヒ

山
楯
子
の
小
ぶ
り
に
咲
い
て
匂
ひ
立
つ

山
百
合
の
香
り
高
き
を
賞
め
ら
れ
て

摺
上
の
瀬
音
涼
し
や
橋
の
上

山
吹
の
黄
を
出
し
書
し
散
り
に
け
り

紫
陽
花
の
重
き
に
耐
へ
て
網
代
垣

佛
壇
に
子
が
供
へ
け
り
夏
賞
与

濃
淡
の
青
田
を
左
右
に
蔵
王
山

「
評
」
一
句
目
、

鳴
く
因
果
関
係
で
は
な
い
が
、

鴬
に
、

え
て
夏
ら
し
い
。
二
句
目
、

た
み
も
似
合
う
年
頃
に
な
っ
た
。

の
頃
で
あ
る
。
老
女
の
感
懐
。

〇
九
月
の
例
句
会
は
、
九
月
二
十
三
日

公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
　
民
子

高
橋
和
歌
子

三
浦
　
愛
嶺

佐
藤
　
善
夫

岩
沢
　
政
男

岡
崎
　
澄
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
　
ダ
ム
の
水
が
満
水
に
な
っ
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
声
を
限
り
と
鳴
く
老

新
し
く
出
来
た
ダ
ム
も
一
ぱ
い
に
水
を
た
た

　
　
　
　
　
　
　
母
か
ら
ゆ
ず
ら
れ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
歓
の
花
咲
く
こ

（
日
）
中
央

鈴
木
誤
差
選

親
と
子
の
絆
個
室
が
じ
ゃ
ま
を
す
る

可
も
不
可
も
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
長
い
道
大
槻
　
愛
子

指
切
り
を
信
じ
て
孫
の
い
い
寝
顔
　
　
平
間
と
し
い

入
れ
替
え
た
お
茶
に
噂
が
盛
り
あ
が
る
草
野
　
　
清

記
念
日
を
や
た
ら
チ
ラ
シ
が
つ
く
り
あ
げ
山
田
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

ゆ
か
た
着
た
娘
の
成
長
に
眼
を
見
は
り

海
面
も
地
価
に
さ
そ
わ
れ
上
り
出
し

悔
恨
も
欲
望
も
な
い
怠
け
者

ク
ー
ラ
ー
は
無
縁
で
我
が
社
皆
元
気

場
外
へ
熱
気
飛
び
だ
す
ホ
ー
ム
ラ
ン

「
評
」
一
句
目
、

与
え
る
こ
と
が
、

も
あ
る
こ
と
を
親
は
知
る
べ
き
。

の
寿
命
は
ま
た
も
伸
び
ま
し
た
。

近
江
孫
太
郎

卜
』
口
目
冒
旨
目
目
口
目
ー
じ
β
『
㌧
㌧
ー
、
リ
㌧

米
沢
　
礼
子

斎
藤
　
平
吉

斎
藤
夢
太
郎

四
竃
　
英
夫

佐
藤
　
喜
柳

　
　
　
　
　
　
何
で
も
子
ど
も
の
欲
し
い
も
の
を

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
た
め
に
な
ら
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
日
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
い
人
生
に
は
、

色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
頑
張
っ
て
負
け
な
い
で
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
【
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総

務
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫r　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　　　＿『　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　乙工　　　　　　　　　　　　ζ『　　　　　　　　　　　⊥♪　　　　　　　　　　＿戸　＿－　　　　　　　　　一7」　　　　　　　　£　　　　　　　』｝」　　　　　　＝曾　　　　　π　　　　＿τ」　　　＿D＿咤　　｛「』　＿丁＿27』
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8

、
二

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
白
石
市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
は
、

平
成
元
年
三
月
に
新
築
落
成
し
、
お
も

に
、
林
業
関
係
者
の
集
会
、
研
修
、
実

技
訓
練
、
農
業
祭
の
林
業
展
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
百
三
十
人
が
集

会
で
き
る
会
議
室
と
研
修
室
、
十
二
畳

半
の
和
室
、
十
人
前
後
で
勉
強
で
き
る

講
義
室
、
相
談
室
を
兼
ね
た
図
書
資
料

室
、
林
業
機
械
の
実
技
、
下
刈
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
の
整
備
が
で
き
る
実
技
訓
練
室
、

車
七
〇
～
八
O
台
収
容
可
能
な
駐
車
場

が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
一
般
の
方
々
も
集
会
、
研
修
、
着
付

け
、
生
花
教
室
に
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
連
絡
先
　
白
石
市
森
林
組
合
総
務
課

　
　
　
盈
（
代
表
）
二
五
－
二
七
二
一

　　　〈位置図＞

鷲鰐　　　白石市福岡長袋字岩崎83番地

　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　　　ぼ躊

　　　　　　　　　　　へ
へ齪。凹・凹・＿蕊〆　　　棚施撒

蕊
’
タ
，

。
口
U

n
一
轍

叩
轟

●
。
。

　
。
君
’
売

ご
　
　
　
　
　
　
　
　

、
、
　
　
　
　
　
柴

ロ
南
自
　
　
　
凪

　
　
　
　
沢

己
　
　
　
　
　
　
　
誼

　
　
　
　
舞 林業絡合センター

敷地面積

　　　　2，516，825　㎡

　　　　（762，674坪）

ぎ石1員

正
し
い
計
量
・
ゆ
た
か
な
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
計
量
器
定
期
検
査
〉

　
計
量
器
の
定
期
検
査
が
十
月
一
日
か

ら
八
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い
計
量
器

（
は
か
り
）
は
、
取
り
引
き
証
明
に
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
間
中

に
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
は
か
り
は
、
正
し
く
使
っ
て
正
確
に

計
り
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
智
二
五
～

二
一
一
一
（
内
線
）
三
二
一
、
三
二
二

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

計量器の検査日程

検査場所

越河公民館

対象地区

越　　　河

検査時間

10：30～12：00

月日
10月1日㈲

斎川公民館
∫11斎13：30～！4＝30ノノ

大平公民館平大10：30～12：0010月2日（一幻

小原公民館原
ノ」、

13；30～14：30〃

大鷹沢公民館沢大鷹10：30～12：0010月3日（水）

白川公民館月白13：30～14：30〃

福岡公民館岡福10；30～　12：0010月4日㈱

市役所
白石（南町、田町、本町、中町

長町、亘理町）
13：30　～　15：00〃

市役所

市役所

白石（短ケ町、新町、西益岡、

東益岡、中益岡、清水小路、寿

町、柳町）

白石（本郷第一、二、三、四、

寿山、緑が丘、旭町、鷹巣、上

郡山、郡山、小下倉）

10；30～　12：00

13：00～　 15：00
10月5日㈱

10：30　～　12：00

13：00～15：00
10月8日（月）

　
心
身
に
障
害
を
も
つ

　
　
　
　
　
子
に
理
解
を
〃

　
い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ
っ
て
、
も
の

の
考
え
方
、
言
語
・
情
緒
な
ど
の
精
神

面
で
、
あ
る
い
は
手
や
足
、
目
や
耳
な

ど
の
身
体
面
で
、
何
ら
か
の
障
害
の
あ

る
子
供
た
ち
を
一
般
に
心
身
障
害
児
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
子
供
た
ち
は
、
そ
の
障
害
に
よ

り
様
々
な
不
自
由
な
状
態
に
あ
る
た
め
、

家
庭
・
学
校
・
社
会
生
活
を
通
じ
た
各

種
の
場
面
に
お
い
て
、
一
般
の
子
供
た

ち
と
比
べ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
不
利
な

条
件
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
心
身
障
害
児

に
対
し
て
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
補
い
、
克
服
さ
せ
る
こ
と
は
、
学
校

教
育
に
携
わ
る
者
の
み
な
ら
ず
、
私
た

ち
の
大
き
な
責
務
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
心
身
障
害
児
の

教
育
に
対
し
て
、
正
し
い
理
解
と
暖
か

い
協
力
が
必
要
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
心
身
に
障
害

を
も
つ
子
供
た
ち
へ
の
適
切
な
教
育
を

目
指
し
て
、
本
年
度
か
ら
「
心
身
障
害

児
教
育
理
解
推
進
会
議
」
を
組
織
し
、
本

格
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
心
身
障
害
児
教
育
相
談
は
、
市
教
育

委
員
会
暦
二
五
－
一
二
一
一
（
内
線
）

四
一
二
に
相
談
員
が
お
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
加
入
す
る

　
　
　
　
　
　
　
年
金
制
度
は
？

　
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
は
、

必
ず
公
的
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
公
的
年
金
は
次
の
六
つ
の
制

度
で
す
。

①
厚
生
年
金
保
険

②
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合

③
地
方
公
務
員
共
済
組
合

④
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

⑤
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

⑥
国
民
年
金

　
さ
て
、
あ
な
た
は
ど
の
年
金
に
加
入

し
て
い
ま
す
か
。

　
ど
の
年
金
に
も
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
い
ま
す
ぐ
、
国
民
年
金
加
入
の
手

続
き
を
。

　
二
つ
以
上
の
年
金
を

　
　
　
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
な
っ
た
と
き
は
7

　
受
け
る
年
金
は
、
　
「
ひ
と
り
ひ
と
つ

の
年
金
」
が
原
則
で
す
。

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
さ
ら
に

ほ
か
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
は
、
ど
ち
ら
か
の
年
金
の
支
払

い
が
停
止
さ
れ
た
り
、
減
額
さ
れ
た
り

し
ま
す
。

　
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届

出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

ひ
と
り
で
二
つ
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

　
　
　
　
　
亡
く
な
っ
た
ら

　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡

し
た
場
合
、
遺
族
の
方
は
「
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
」
を
国
民
年
金
係
へ
す
み

や
か
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
年
金
証
書
と
戸
籍
謄
本
な
ど

の
死
亡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類
を
添
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
死
亡
後
も

年
金
が
送
金
さ
れ
ま
す
が
、
死
亡
月
の

翌
月
分
か
ら
の
年
金
は
、
あ
と
で
返
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

“
搭

会
員
に
な
る
と
交
通
違
反
の

　
　
　
　
反
則
金
を
支
払
っ
て
く
れ
る
会

　
雑
誌
広
告
、
街
頭
チ
ラ
シ
等
で
の

「
入
会
金
、
年
会
費
を
支
払
っ
て
会
員

に
な
れ
ば
、
交
通
違
反
し
た
場
合
そ
の

反
則
金
を
代
っ
て
支
払
っ
て
く
れ
る
会
」

の
会
員
募
集
に
つ
い
て
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
か
ら
警
戒
す
る
よ
う
、
次
の
よ

う
な
情
報
が
届
き
ま
し
た
。

　
①
こ
の
会
の
仕
組
み
は
、
損
害
保
険

に
似
て
い
る
が
、
現
在
法
律
の
規
制
は

受
け
て
お
ら
ず
、
事
業
の
あ
り
方
や
販

売
組
織
の
拡
大
等
に
問
題
が
あ
り
、
業

者
の
中
に
は
連
絡
の
と
れ
な
い
も
の
も

あ
る
。

　
②
広
告
で
は
、
「
会
員
募
集
」
「
会
員

募
集
業
務
を
す
る
人
」
を
募
集
し
て
い

る
が
、
相
談
の
大
半
は
「
会
員
募
集
業

務
」
に
募
集
し
た
人
か
ら
で
あ
る
。
内

容
は
『
会
員
を
募
集
す
る
た
め
の
チ
ラ

シ
代
金
、
高
額
な
保
証
金
を
支
払
わ
さ

れ
る
。
新
会
員
を
獲
得
す
る
と
、
そ
の

会
員
が
年
会
費
を
支
払
い
、
そ
の
一
部

が
会
員
募
集
業
務
の
収
入
と
な
る
。
し

か
し
、
年
会
費
が
低
額
の
た
め
、
業
者

が
説
明
し
た
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
収
入

が
得
ら
れ
な
い
。
業
者
に
「
会
員
募
集

業
務
」
契
約
を
解
除
し
た
い
と
申
し
出

た
が
、
応
じ
て
も
ら
え
な
い
』
と
い
う

も
の
が
多
い
。

　
③
契
約
者
は
、
二
十
代
～
四
十
代
の

男
性
に
多
く
、
同
種
の
相
談
は
全
国
的

に
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
種
の
業
務
は
、
現
在
は
保
険
事

業
と
し
て
の
認
可
申
請
を
し
て
い
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

9
月
2
1
日
～
9
月
3
0
日

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
重
点
目
標
は
三
点

　
今
年
の
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

の
重
点
目
標
は
、
①
若
年
運
転
者
に
よ

る
無
謀
運
転
の
防
止
、
②
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
、
③
違
法
駐
車
の
締
め
出
し
、
の
三

点
で
す
。

　
昨
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
、

全
国
で
一
万
一
千
人
を
超
え
、
過
去
十

五
年
間
で
最
悪
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

に
入
っ
て
も
依
然
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
や
は
り
一
人
ひ
と
り
が
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
、

安
全
運
転
に
心
が
け
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

』
慧、

隼

r

、蟹
碑

読
雛

響醗i量動籔醜一翻輿越

高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

　
　
　
　
　
九
月
十
一
日
～
二
十
日

「
…
－
お
年
寄
り
の
方
々
へ
ー
－
－
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「
l
I
I
I
葦
I
I
｝
！
2
…
『
E
『
1
［
｝
｝
I
I
『
I
I
I
I
I
I
I
I
ー
↓
1
」

　
「
歩
行
中
」
の
事
故
死
が
半
数
以
上

　
日
本
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
が
、
急
速
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら

れ
る
お
年
寄
り
の
方
々
も
、
年
々
、
少

し
ず
つ
で
す
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
亡
の
う
ち

「
歩
行
中
」
の
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が
、

半
数
以
上
（
五
八
％
）
を
占
め
て
い
ま

す
。
く
る
ま
社
会
の
中
で
は
「
弱
者
」

の
立
場
に
あ
る
皆
さ
ん
、
悲
惨
な
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
交
通
安
全
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
も
う
一
度
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
1

　
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ
パ
ン
隊

　
　
宮
城
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
日
時
　
九
月
七
日
（
金
）
十
時
～

○
場
所
　
白
石
市
中
央
公
民
館

○
内
容

　
①
総
務
庁
長
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
伝
達

　
②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
コ
ー
ラ
ス
）

　
③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
（
交
通
安
全
母
の
会
活
動
）

9



国民健康保険被保険者証の更新をお忘れなく〃
国民健康保険に加入している方で、現在使用している

被保険者証の有効期限は、本年9月30日までです。

　9月20日から9月29日までの間に、現在使用している

被保険者証の更新をいたしますので、指定の場所で更新

手続きをしてください。

修学、その他特別の事由により別個の被保険者証（㊥

日程と会場

または㊥の表示をしてあるもの）の交付を受けている世

帯の方は、前もってこれら㊥の被保険者証と在学証明書、

または、学生者証の写し、㊥の被保険者証をお手許に取

りよせておき、当日更新の手続きを受けられるよう準備

してください。

更新の時持参するもの＝印鑑・現在使用している被

保険者証・乳幼児医療費受給者証（国保）

月日（曜）

9月20日

（木）

9月21日

（金）

9月25日

（火）

9月26日

（水）

実施場所

越河公民館

大平公民館

斎川公民館

大鷹沢公民館

白川公民館

犬卒都婆公会堂

小下倉集会所

福岡公民館

深谷公民館

健康センタ

上戸沢集会所

下戸沢公会堂

時　 間

9：00～12：00

9：00～12：00

13：00～16：00

13：00～16；00

9：00～12；00

13：00～14：00

15：00～15；30

9：00～12：00

13；00～16：00

9；00～12：00

13；00～16：00

9二30～10：00

10：30～11：30

自治会名
越河全地区

大平全地区

斎川全地区

大鷹沢全地区

白川1、2、3、4、5

白川6、7

小下倉

鳳
八

止
派

沖
ノ

臥
山
沢

灘
楓
滞

弥
山
網

先
原
汰

鎌
下
宮

西区上、西区下、南、

東、北

滝上、滝下、尾箆

鷹巣、寿山、旭町、緑
が丘

上戸沢

下戸沢、冷清水、大熊
赤井畑

月日（曜）

9月26日

（水）

9月26日

（水）

9月27日
（木）

9月28日
（金）

9月29日
（土）

実施場所

小原公民館

明戸集会所

小久保平集会所

健康センター

三住研修センター

蔵王集会所

不忘研修センター

長峰分校

健康センター

！ノ

！ノ

〃

時　 間

13：00～！4；00

14：20～14：50

15；10～15：40

9：00～15：00

9：30～10：30

11；00～11：30

13＝00～13二30

14：00～14：30

9：00～15；00

9：00～15：00

9：00～15；00

9：00～11100

自治会名
東、塩倉、中北、新町、

猿鼻

赤坂、明戸、湯元

小久保平

南町、田町、本町

三住

蔵王

不忘

川原子

中町、長町、亘理町、

短ケ町、新町

西益岡、中益岡、東益岡、

清水小路、寿町、柳町

本郷第1、2、3、4、

郡山、上郡山

更新できなかった人

乳幼児・重度心身障害者

　および母子家庭医療費受給者証
　　　の更新手続きを忘れずに！！

皆さんが現在使用している乳幼児・

重度心身障害者及び母子家庭医療費

受給者証の有効期限は、平成2年9

月30日までとなっていますので更新

の手続きをしてください。

O目程と会場

○手続に必要なもの

　・印鑑

　・現在使用している受給者証

　・健康保険者証（乳幼児は社保、

　重度・母子は社保・国保）

　。源泉微収票（元年分）または、

　所得証明書（税務課から交付を

　受けて準備してください。）

〈所得制限の基準額〉

○乳幼児・母子医療費所得制限基準額表

扶養親族

等の数
0人

1
2
3
4

所得額

2，148千円

2，438

2，728

3，018

3，308

扶養親族

等の数
5人

6
7
8
9

所得額

3，598干円

3、888

4，178

地区名 月 日 時　間

4，468

越 河

斎 川

白 川

大鷹沢

9月14日㈹
　　ノ！

ノノ

！／

9時～11時30分

13時30分～16時

9日寺～11日寺30分

13時30分～16時

場　　所
越河事務連絡所

斎川事務連絡所

白川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

○重度心身障害者医療費

　　　　所得制限基準額表

扶養親族

等の数

0人

1
2
3
4
5

本人所得

2，346干円

小 原

大平・福岡
9月17日（月）
9月18日（幻

9時30分～正午
9　B寺　～　16　日寺

　　ノノ

小原事務連絡所

2，676

3，006

3，336

3，666

3，g96

本入の父

または

母の所得

白 石 9月19日（荊・20日（湘

3，423干円

3，753

4，083

4，413

4，743

5，073

者
世
義

偶
一
養

配
同
扶
得

の
は
の
所

人
た
内
者

本
ま
帯
務

市役所第二会議室

　　！！

5，688千円

5，937

6，150

6，363

6，576

6，789

ほかに、老人扶養親族等の加算あり。

不明な点は、市社会福祉事務所福

祉係盈25－2111（内線）156へお問

い合わせください。
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怖
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さつまいも
　　　　について

さっまいもは、沖縄ではカライ

モ、鹿児島では琉球いも等と呼ば

れ、伝わってきた土地の名が付け

られています。

肌あれ、大腸ガンを

　　　予防します

さっまいもは、　ビタミンC、

B1、B2、食物繊維を含んでいま
す。

選び方

表面の色が均一で肌のなめらか

なものが良く、調理のときに色よ

く仕上げるには、皮をむいて水に

しばらくさらした後、最初から調

味料を加えるのがコツです。

保存の仕方

冷蔵庫に入れると変色したり、

味が落ちて食べられなくなります

ので、台所のすみなどに直射日光

をさけ、15℃くらいの室温で保存

しましょう。

　
　
　
さ
つ
ま
い
も
ふ
か
し

〔
材
料
〕
四
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
水
に
つ
け
る
。

も
ち
米
3
カ
ッ
プ
、
鶏
肉
㎜
9
、
干
し
　
　
図
干
し
い
た
け
を
も
ど
し
、
鶏
肉
㎜
9

い
た
け
4
枚
、
に
ん
じ
ん
％
本
、
さ
つ
　
　
　
は
一
口
に
、
に
ん
じ
ん
は
千
切
り
に

ま
い
も
％
本
、
油
大
さ
じ
2
、
水
％
カ
ッ
　
　
　
す
る
。

プ
、
し
い
た
け
の
も
ど
し
汁
％
カ
ッ
プ
、
　
　
圖
さ
つ
ま
い
も
は
皮
を
む
い
て
ー
セ
ン

み
り
ん
大
さ
じ
磁
、
塩
小
さ
じ
ー
、
　
　
　
チ
角
に
切
り
、
し
ば
ら
く
水
に
さ
ら

し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
ー
、
酒
大
さ
じ
ー
　
　
　
　
す
。

〔
作
り
方
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
水
を
切
っ
た
囮
と
圖
を
油
で
い
た

剛
も
ち
米
3
カ
ッ
プ
を
洗
い
、
半
日
ほ
　
　
　
め
、
水
、
し
い
た
け
の
も
ど
し
汁
、

　
み
り
ん
、
塩
、
酒
、
し
ょ
う
ゆ
を
加

　
え
、
水
が
な
く
な
る
ま
で
さ
ら
に
い

　
た
め
る
。

団
ぬ
れ
布
き
ん
を
敷
い
た
蒸
し
器
に
囚

　
を
移
し
、
強
火
で
3
0
分
く
ら
い
蒸
す
。

囹
圖
を
水
切
り
し
、
み
り
ん
、
塩
で

　
軽
く
味
つ
け
し
、
ひ
と
煮
す
る
。

國
一
九
分
通
り
ふ
け
あ
が
っ
た
圖
の
上
に

　
囹
を
の
せ
て
、
再
び
蒸
す
。

団
囮
が
で
き
た
ら
軽
く
ま
ぜ
皿
に
盛

　
る
。

勿暫申シリ

★
／
横
》

★
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㎜
蛎
盟
．
診

継
観
’

ヤ
　　樋

小熊　弘子さん（白川）

消費生活モニター調査結果
　　　　　　　　　憂　　 円
　品　目　　　　　規　　　格　　　　　　　　　最高価格　　　　　　　　　　　最低価格　　　　　　　　　　　　　今月
1、砂　　　糖　　　　上白糖1㎏　　　　　　　　　　280　　　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　　　　242
2，し　ょ　う　ゆ　　　　上級濃ロ里坦ポリ容器入り　　　　　　　　　　500　　　　　　　　　　　　　299　　　　　　　　　　　244
3．サラダ油

4，小　麦　粉

5．食　バ　ン

6，マーガリン

了．牛　　　乳

タノ8

ペ
ユ

『
ソ

一
ア

lO．ラ プ

H，洗濯用合成洗剤

12，カレーライス

1a理　髪　料

14．ぺ一マネント料

15灯　　　油

協　レギュラーガソリン

1τ軽　　　油

Iaプロパンガス

慨即席中華めん

20，炭酸飲料

ポリ容器入り700g

薄力粉1㎏

並食1袋

ソフトカルトン入り225g

紙容器入り1，000cc

カルトン入り225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30伽

濃縮小型涜剤15㎏

並食1皿

小学生調髪

コールドショート

18乏　（店頭価格〕

18乏　（配達料込〕

】‘現金

1乏現金

10㎡慮体）

袋入り100g

缶入り350mI

530

240

160

200

280

391

152

247

855

580

1，900

5，500

816

835

129

77

6，737

90

】OO

290

165

140

158

183

368

100

173

606

45D

1，500

5，200

670

700

1田

69

4，685

61

86

ム姓　　　ぐ円1

401

211

150

187

234

382

129

205

721

497

1，683

5、450

745

779

124

72

5、297

75

97

調査年月日・平成2年8月1日

　　　　比　較　％
前月　前年同月　　　　前月　　　　　前年同月

237
　　25B　　　　田2、1　　　　　　93．8

333
　　263　　　　898　　　　　　113．7

354

209

150

187

231

374

129

216

72】

496

1、683

5，450

754

787

124

73

4，672

72

99

383

220

Ml

lgo

222

372

137

204

728

476

1，517

5，420

668

694

122

67

4，282

76

98

日3，3

101、0

1000

1000

101．3

102，1

100．O

949

1000

IOO．2

100．O

100、0

98．8

ggo

1000

98，6

口3、4

104，2

gao

！04．7

95、9

1064

984

105，4

102．7

942

100，5

990

Io44

1109

100，6

1115

1！22

1016

IO75

1237

98．7

98．9

（上昇品目）

　砂糖。サラダ油・小麦粉。牛乳。バター・

　カレーライス・プロパンガス・即席中

　華めん
（下降品目）

　しょうゆ・ラップ・灯油（店頭・配達）

　軽油・炭酸飲料
（横ばい品目）

　食パン・マーガリン・ティッシュペー

　パー・洗濯用合成洗剤・理髪料・パー

　マネント料・レギュラーガソリン

〔塑翼
（上昇品目）

しょうゆ・サラダ油・食パン・牛乳・

バター・ラップ・カレーライス・理髪

料・パーマネント料。灯油（店頭・配

達）・レギュラーガソリン・軽油・プ

ロパンガス

（下降品目）

砂糖・小麦粉・マーガリン・ティッシュ

ペーパー・洗濯用合成洗剤・即席中華

めん・炭酸飲料
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◇親と子の映画鑑賞会

　入場は無料です。お誘い合わせの

うえご来場ください。

○日時9月6日（木）

　　　　午後6時30分～8時30分

O会場白石市中央公民館大ホール

○上映作品　　『ドン松五郎の生活』

　　　　（72分・カラー）他上映

“痛快無比の爆笑コメディー・アニ

　メーション

吾輩は猫ではない、犬である。そ

　のうえ、人聞の言葉をしゃべるこ

　とができる！？”

　・原作　井上　ひさし

　・声の出演

　ドン松五郎一山田康雄

　お　　　銀一白石冬美　ほか

◎パッチワーク講座一中級向け一

　ログキャビンでこたっカバー、ま

たはベットカバーのいずれか一点を

作ってみませんか！

○講師矢内和子先生
○期日・回数　9月～2月まで11回

○曜日・時間第1・第3（知

　　　　　10時～12時まで

○定員15名
○材料目由
◎秋の歌を歌いましょう！

一働く女性の健康のために一

〇日時　9月21日（金）18時30分～20時

○場所　白石市働く婦人の家

○講師　米澤時子先生、柴田恵利子

　　　先生

○定員20名
9月の休館日

　3、9、15、17、23、24、30日

◇ガキ大将が集まった！　一わんばくキャンプー

　白石第一小学校・白石第二小学校

5・6年生34名による「わんぱくキャ

ンプ」を、去る8月7日（火）～9日休）

の2泊3日、国立南蔵王青少年野営

場を会場に実施しました。

　ふだん、自然に接する機会の少な

い子ども達は、大目然の中で、キャ

ンプファイヤー、バードウォッチン

グ、魚っかみ等で大いにハッスルし

ていました。

◎働く女性のための生活講座

　　一仕事・仕事でおわれる貴女も余暇時間をつくろうね！一

臼　　時

9月26日困
18：00～20：00

10月2日（幻

10月9日（知

18：00～20：30

10月16日（幻

18＝00～20：00

10月23日（火）

18：00～20二〇〇

岬
ア マ

講話「働く婦人と生涯学習」

パッチワークで小物をっくろう！

一小物入れやお弁当袋に一

　　　　　材料代（900円位）
　　※見本は婦人の家にあります

頭と身体のトレーニング

テーブルマナー

一お話と実技一

「結婚式・パーティーなどのために」

　　　　参加費　1人2，500円

唱講　騨　名

白石市教育長

菊地清治

パッチワーク講師

矢内和子

レクリェーション指導員

　佐藤雄司

ルガノ

高橋　　修

◎高齢化社会講座（後期）

受講料：無料（材料代個人負担）

対象：市内在住又は在勤の働く女性

定　員：30名（定員になり次第締切ります）

一目分の健康は目分の手で一　く男性の方もどうぞ＞

1

2

3

4

日　時
9月26日（弱

10：00～12：00

10月15日（月）

10：00～12：00

11月8日㈱
9＝00～14：00

11月28日㈱

10：00～12：00

内 容

中高齢者の総合的健康について

料理　牛乳とチーズをつかって

ハイキング　チーズ工場見学

歌声をわが家に

場　　所

婦人の家

婦人の家

　　遠刈田
蔵王酪農センター

婦人の家

講　師

平井二郎

畠　　つ　ね

米澤時子

備 考

講　　話

実　　習

見　　学
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豫ヂ
塞

、冶繭　　　ゆ

ぐ1罰
　』一

　　覇　　　・

　　　▲ヨォ！いなせなアネさん

駅
～

灘
麟

議響

▲子供の部優勝の緑が丘子供会

▼「トトロ」のネコバスも登場（東北電力）

　盛り上がりました自石夏まつり
白石市の夏の風物詩・白石夏まっりが8月11日～14日まで行われました。

まつりのメインは、白石音頭パレード。21団体、1，500人がメインストリート

　　　　　　　　　　　　　　　　　を舞台に息の合った踊りを披

　　　　　　　　　　　　　　　　　露し、2万人の観衆は工夫を

　　　　　　　　　　　　　　　　　凝らした出し物や踊りに酔い

　　　　　　　　　　　　　　　　　しれていました。

▲優勝したセコム工業の息の合った踊り

λ袈

▲郷土の横綱・大砲万右エ門の組み絵

　　　　　　（トーキン白石）

V
を

、

　▲白石駅前盆おどり大会

　　　▼しろいしこどもまつり
　　　　　　（イベント広場）
≠㎜艶　　灘、

撫蛎・櫨、

考

慣、灘　　、犠駕鷲｛

第4回みやぎ蔵王高原マラソン大会にご声援ください！
第4回みやぎ蔵王高原マラソン大会が9月15

日（祝）に開催されます。スタート及びゴール

は、国立南蔵王青少年野営場になります。

高低差の大きい厳しいコース（3km、5km、

10㎞、20k皿、ヘルスパイオニアコース約5km）

に豪脚、健脚が競われます。

　みなさんの温かいご声援をお待ちしています。

　なお、当日は午前10時から午後1時まで交通

が規制されますので、お早めにご来場下さい。

○主　催　白石市、白石市体育協会、白石市観

　光協会、白石商工会議所、白石市農業協同組合

○実施機関　みやぎ蔵王高原マラソン大会実行

　　　　委員会
　詳しくは、大会事務局（教育委員会内）a25－

2111（内線）411・412へお問い合わせください。

蔵王高原マラソンコース・交通規制図

20㎞折返し点

　　　　　　　　　至還刈田温泉　　　国　ヌ9一ト・二丁一ノし

群合淵饗鼠
　　　　　　　　　　　　　至三本不
　　　　　　10㎞折遼し点至臼石スキー場　　　　　　　　　　　　　　至大緻

　　　　⑭
　　　　蔵王分模　　至弥治郎・蹟先

　　　　　　　　書一

　　　　　　　川原子ダム

　　　9月15日（祝）

　　　10時～13時

瞬交通規制区間

12
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　古賀メロディー「影を慕いて」

　　　　　　　　　歌謡コンクール出場者募集

古賀政男先生の人生の転機となっ

た運命の山「蔵王」において作られ

た、不朽の名曲「影を慕いて」。

　この曲の伝承をはかるため、「影

を慕いて」歌謡コンクールを開催し

ます。

O応募方法　課題曲「影を慕いて」

　1節・3節をカラオケでカセット

　に吹き込み、白石市商工観光課へ。

　（住所、氏名、年齢、電話番号記

入）

○応募締切日　9月14日㈹必着

○審査選考　予選会はカセットで審

査し、入選した30名の方々には決

選会に出場していただきます。

○決選会日時　10月14日（日）午後1時

○決選会会場

川崎町立前川小学校青根分校体育館

　家庭介護者教室
　受講生募集について

　家庭介護者に多くの知識や技術を

修得させ、日常介護面での問題を多

少なりとも解決するために『家庭介

護者教室』を開催いたします。

○日　時

　第1回10月12日（金）10時～15時

　第2回11月10日UP　　〃

　第3回12月7日（斜　　”

　第4回　1月19日仕）　　〃

○場所
　デイ・サービスセンター吹上荘

○費　用　食事代300円（毎回）

　　　初回はテキスト代400円

○定　員　25名（先着順）

○交　通　市役所前からバスで送迎。

　　　　（市役所前発9時15分）

　申し込み、お問い合わせは、社会

福祉事務所智25－2111（内線）155、

またはデイ・サービスセンター吹上

荘盈24－5500（内線）7へ。

○表　彰　優勝、準優勝、3位の方

　へ賞状、トロフィーを贈呈。

○主　催　古賀政男顕彰実行委員会

○その他　決選会の会場へは、入場

整理券（500円）が必要です。

　ご希望の方は、市商工観光課へ

　申し出てください。

　なお、不明な点は、市商工観光課

智25－2111（内線）313へお問い合

わせください。

母
（
』

（
1

（
L

　市営住宅入居者
　　　　　募集について

◎第一種住宅（収入基準162，000円

　以下）

家
数

党
工
戸

　糖尿病教室

　受講生を募集します

　糖尿病は生涯にわたり療養の必要

な病気です。同じ病気を持っ仲間と

話をしたり、食事や生活のしかたを

勉強してみませんか。

○日　程　10月21日（日）

　　　　ll月14日困・28日困

　　　　12月18日（幻

　　　　1月17日困
　　　　2月5日（知

○会場及び時間

　白石市健康センター　9：30～13：30

0材料費2，000円（受講生負担・6回分）

○申込先

　●現在通院中の方は、主治医にご

　相談ください。

　●市外に主治医をお持ちの方は、

　市保健衛生課智25－2111（内

　線）606、607へご相談ください。

○受付期間　9月10日～9月30日

○教室担当　医師、保健婦、栄養士

○主　催　白石刈田地区地域医療対

策委員会・白石市医師会・白石市・

　仙南保健所白石支所

団地名

新館

寿山

型式

K
K
D
3

3

3K

家賃（敷金は3月分）

3，000円～7，400円

3，300円～3，500円

9戸

5戸

◎第二種住宅（収入基準100，000円

以下）

団地名『型式

緑が丘

新館

3DK

3K

家賃（敷金は3月分）

14，500円～16，500円

10，500円～12，600円

家
数

空
戸

10戸

6戸

市建設課で随時先着順に受け付け

しています。

詳しくは、建設課住宅係盈25－

2111（内線）262へお問い合わせく

ださい。

　自衛官を
　　　　募集しています

○応募資格　18歳から27歳未満あと

　半年で18歳になる方も応募できます。

○身　分　特別国家公務員

○待遇初任給121，000円

　9か月で、1等陸・海・空士に
　昇任し、10，400円アップ。

　防衛庁職員給与法により定期昇

　給年1回、賞与年3回（5．1か月分）

○勤務通常8時～17時
　　　　土曜日　8時～12時

　第2・4土曜、日曜日、祝日は休

みです。

　詳しくは、市民課a25－2111ま

たは、大河原募集事務連絡所盈0224－

53－2185へお問い合わせください。

《特別教養講座受講生募集》

《教養講座受講生募集》

◎ワ～フロ基礎講座

　ワードプロセッサーの初歩から文

書作りの実際まで（最終日、パソコ

ン通信も行います）

間
間
所

期
時
場
O
O
O○定員

9月19日㈱、20日㈲

18時30分～20時30分

白石市勤労青少年ホーム

　　　会議室（2階）

10名

○受講料無料

　申し込み、お問い合わせは、白石

市勤労青少年ホーム盈25－3720へ。

○
●

　　●　　　　●

勤労青少年ホームでは、各種教養講座を開講しています。

講　座　名

日本舞踊　直派若柳流

洋 裁

圭
日 道

茶　道　裏千家流

料 理

社　交　ダ　ン　ス

民 謡

華　道　　池　　坊

華　道　小原流

着 付

曜日

月

！ノ

！ノ

火

∠ノ

zノ

水

木

金

Zノ

時　間

18：30～

！ノ

19：00～

18：30～

！ノ

19：30～

19：00～

18：00～

19：00～

18：30～

募集人員

5名

！ノ

〃

〃

10名

〃

5名

〃

〃

〃

BOOK9》んβ㊧6義iしよん
★今月の書棚（子ども読書室） 図書館利用案内

＜全12巻＞

学習研究社

○開館時間

月～土曜日　9時～4時55分

　日曜日　　　10時～4時

O休館日　9月15日（祝）、23日

　（祝）、30日（月末整理日）

●テレビのスピード感と、まんが

のおもしろさをとり入れたユニー

クな絵ばなし形式の本です。

●手塚治虫はじめ日本を代表する

一流まんが家が心をこめてストー

リーを練り、ファンタジックな世

界を描きだした現代っ子のための

新しいおとぎ話です。

●絵本から童話への移行期にある

児童たちに無理なく読書の楽しさ

を伝えます。

　　　★第14回手づく
宮城県図書館では、　「手づくり

絵本展示会」の作品を募集してお

りますので多数応募ください。

作品は、9月10日（月）まで白石市

○特別休館日のお知らせ

10月1日（月）～10月10日㈱まで、

　ばく書期間（本の虫干し）のた

　めお休みします。

新着図書案内
変貌する神と仏たち・日本人の習合思想

　　　　　　　　村山　修一
死体の文化史　　　　　　　下川　歌史
私の雑草教育・母と娘のおしゃべりキャッ

チボール　　　　大宅　映子、和、牧
リゾート宣言・自遊人からの余暇パラダ
イスのすすめ　　　　　峰　如之介

植物屋のこぼれ話　　　　　立花　吉茂
くらしとビジネスのお天気経済学平沼　洋司

赤ちゃんのいる暮らし　　　毛利　子来
胎教とその修正一悪い胎教も修正できる一

　　　　　　　　谷口　祐司
育児早わかり事典・0～3歳・まんが安
心育児　　　　　　　　二木　　武

不動産を売るとき買うとき
　　一法律実務のトラの巻一　金子　博人
　色紙の書き方　　　　　　川邊　尚風
　能百番を歩く　　　　　　　京都新聞社
　生涯スポーッヘの提言　　　高嶋　　實
　健康ストレッチング　　　　魚住　廣信
　話し上手になるための12章　藤井　康男
　ルナより愛を込めて　　　　花房　孝典
　マグニィフィセント。ライ・壮大なる嘘

り絵本の作品募集
図書館へ届けていただければ、一

括して県図書館へ届けます。

※宮城県図書館の展示会は、10月20

日出～28日（日）（22日（月）は休館日です）

　　　　（抄）

　　　　　　　　齋藤　史郎
四枚目の卒業証書・第5回ありのまま記
録大賞受賞作品集　　　ありのまま舎

黄色い信号機　　　　　　　沢野ひとし
アガダ・パリ刑務所の日本人　　原田　信夫1
　　　　　　　　　　　　素敵なヤツなのに　　　　　落合　恵子1
仇討法廷　　　　　　　　　海原　　卓
神かくし・御宿かわせみ　　平岩　弓枝
雲の物語　　　　　　　　　武田　鉄矢
小説巨大証券　　　　　　　高杉　　良
風の誘い　　　　　　　　　高橋三千綱
山の暮れに　上・下　　　水上　 勉：

空蝉の花・池坊異端児。大住院以信

　　　　　　　　澤田ふじ子
霧ふかき宇治の恋・新源氏物語・上・下

　　　　　　　　田辺　聖子
十二の秘密指令　　フリーマントル・ブライアン

　　　子どもの本
折紙ゲーム・パズル・っくる／あそぶ〃

　　　　　　　　早坂　忠之
ゆめのなかへわすれもの　　　　　　　！

　　　三田村信行作、小野かおる絵i
みつけたひみつの財宝　　　　　　　　1
　　　　　依田逸夫作、福田岩緒絵
家族って何だろう　　　　　岡上　鈴江
トイレが読書室になった　　藤田　千枝

劉
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今を知って未来に生かす

国勢調査は10月1日です

特別障害者手当・

障害児福祉手当について

104番（番号案内料）の

無料措置申込について

　調査票は、一緒にお渡しした「調

査票の記入の仕方」をご覧のうえ、

漏れなく、正確にご記入ください。

　調査した結果を統計以外の目的に

使うことは法律で禁じられています

ので、ありのままをご記入ください。

　10月7日までに、調査員が集めに

伺いますので、折ったり、丸めたり、

汚したりしないように大切に保存し

てくださいますようお願いいたしま

す。

　秘書企画課統計係瑠25－2111
（内線）331、332。

ゆ
　一　　　　、
　〆

ノ6、6、

　　　θ　　，

　この手当は、政令で定める程度の

著しく重度の障害の状態にあるため、

日常生活において常時特別の介護を

必要とする方に支給するものです。

○手続きについて

　　この手当を受けるためには、特

　別障害者手当、障害児福祉手当認

　定請求書に必要な書類（診断書、

　所得証明書等）を添えて、市社会

　福祉事務所に提出してください。

　請求に必要な書類は、市社会福

　祉事務所に備えてあります。

○手当の額（平成2年4月現在）

　特別障害者手当　月額22，760円

　障害児福祉手当　月額12，380円

　詳しくは、市社会福祉事務所福祉

係盈25－2111（内線）156へお問い

合わせください。

O

　国勢調査では、生まれたばかりの

赤ちゃんもすべて調査の対象となり

ます。　「センサスくん」は、まだよ

ちよち歩きの幼児ですが、右手に鉛

筆を持って・国勢調査への参加を・

すべての人に呼びかけています。

　国勢調査の結果は、　「センサスく

ん」たちの未来を設計するための大

切な資料となります。

9月9日は救急の日

いのちを守るのは、

　フットワークと

　　　ハートワークです。

　　　　　　　白石消防署

9月10日は
全国下水道促進デーです

　104番への電話番号の問い合わせ

は、12月1日から有料（1番号案内

にっき30円）となりますが、目や上

肢等に一定程度の障害をお持ちの方

については、NTT白石営業所に事

前に申し込めば、今までどおり無料

で番号案内を利用することができます。

○申込受付開始日　9月1日

○申込方法は次の2とおりです。

　①直接NTT窓口で手続きする方法

　身体障害者手帳（または戦傷病

　者手帳）を持参のこと。代理の方

　でも可。

　②郵送による方法

　申込書と手帳の該当ぺ一ジ（氏

　名、手帳番号、級別、重度障害の

　程度、障害名）をコピーのうえ郵送，

○その他　申込書とパンフレットは、

　NTT窓口に備え置くほか、局番

　なしの「116」番に連絡すれば、

　郵送されてきます。その他、詳し

　くは「116」番へお問い合わせく

　ださい。

有害鳥獣駆除（予察）の

～すてきだね

　　きれいな川と下水道～

　みんなで下水道を使用し、きれい

な川や海を守りましょう！

☆白石市では水洗便所改造資金融資

あっせんを実施しています。

　詳しくは、下水道課総務係暦25－

2111（内線）271へ。

　9月は、下水道受益者負担金の第

二期分の納期限です。忘れずに納め

ましょう。

※取扱いは、白石市指定金融機関で

できます。

お知らせ

住居表示説明会の

交通事故

開催について

無料相談

　交通事故について専門の相談員が

親身になり、一切無料でご相談に応

じます。

○相談受付時間

　平　日：9時30分～16時40分

　土曜日：正午まで

　　　　（第2・3土曜は休み）

○弁護士相談日

　毎週水曜日　13時～16時

○問い合わせ先　仙台市青葉区中央

　2－8－16東京海上ビル8階㈹

　日本損害保険協会　仙台目動車

　保険請求相談センター智022－2

　23－9222

※電話でのご相談もお受けします。

　農家のみなさんが、丹精込めて育

てた農作物が鳥獣による被害を受け、

経済的・精神的な損失は大きいもの

があると思います。

　日頃、農家のみなさんも自主防除

に努められていると思いますが、こ

のたびカルガモによる水稲への被害

を防ぐため、市内一斉にカルガモの

有害鳥獣駆除を実施します。

○実施日　9月3日（月）、11日（幻

　各地区共に日の出から日没までの

間、猟銃による駆除となりますので、

農作業などの際には十分ご注意くだ

さい。

白石市農作物有害鳥獣対策協議会

　市では、住みよいまちづくりのた

め、住居表示整備事業を実施してい

ますが、来たる10月1日から今年度

の対象区域が住居表示実施により、

「田町1丁目、田町2丁目、田町3

丁目」と変わります。

　これに伴う新住所の表し方などに

ついての説明会を次のとおり開催し

ますので、対象区域にお住まいの方

は忘れずに出席されるようお願いい

たします。

○日時9月5日㈱、6日㈱
○場　所　白石市第二幼稚園

　※駐車場がありませんので、車は

ご遠慮ください。

　詳しくは、市都市計画課総務係

智25－2111（内線）244へ。

お願い

税の窓ロ《簿

法人の届出は
　　　お済みですか1

　市内に会社を設立したり、支社

（店）、営業所等を開設した法人で、

まだ届出をしていない法人は、次の

書類を税務課まで提出してください。

　届出の期間は、設立、開設後2ケ

月以内ですのでよろしくお願いいた

します。

○提出書類

　法人等の設立・事業所等設置届と

会社の定款・登記簿謄本各1部

　詳しくは、税務課市民税係盈25－

21！1（内線）142までお問い合わせ

ください。

☆今月は、固定資産税第3期の納期

限です！

　口座振替をご利用の方は、預金の

現在高をお早めにご確認ください。

　粗大ごみ（冷蔵庫、洗濯機、テレ

ビ、自転車等）は収集しませんので、

ごみ集積所には出さないようお願い

します。粗大ごみは、各自仙南リサ

イクルセンターへ搬入するか、指定

業者へ依頼してください。

　蔵王町平沢

　　　仙南リサイクルセンター

　　　　　　餐33－2225
　　　　　　　　保健衛生課

畏驚断
　　　）し

｝”’φ”’”’””’””ρφ”””””””’””ρ””’””ψ”””””””’”ψ””’””””’”’””’”’””司

…－仙南地域広域行政事務組合設立20周年記念一…

i　　綱
こ○日時　10月28日（日）

…○会場　角田市総合体育館

引

…○主催　仙南地域広域行政事務組合

…○競技形式　　（予選）リーグ戦方式・

…　　　　　（決勝）トーナメント方式

毒○チーム編成

…　　・人数　12名以内（監督1、コー

…　　チ1、選手8、交代要員2）

毒　・種目・体重

毒　　一般男子…競技選手8名の合計

…　　　　　　　が600kg以内

…　　特別男子…　　”

…　　一般女子…競技選手8名の合計

：　　　　　　　が480kg以内

こ○服装・履物　スポーッ競技にふさ

…　わしい服装であること。履物は運

…　動ぐっ等、平底の運動に適したも

こ　　のo

大　　　　《　　　　　　 …

　　　　＝竃　　　　　　…

○参加資格　仙南圏域2市7町に居…

　住、または勤務、在学する者（一…

　般社会人および大学生）によって…

　編成され、それぞれの市町ごとにこ

　選抜、または推せんされた男子3こ

　チーム、特別男子1チーム、女子…

　1チームとする。　　　　　　…

　ただし、男女とも予定チーム数ミ

　に達しなかった場合、人口の多いこ

　市町順に補充調整あり。　　　　…

○申込方法　所定の用紙により、9…

　月29日（±）まで各市町の教育委員会ミ

　に申し込むこと。　　　　　　　こ

　（用紙は、市教育委員会にあり）…

○参加料　無　料　　　　　　　　…

　詳しくは、仙南地域広域行政事務…

組合総務課盈0224－52－2628へ。毒

Pψ”ψρ’”’”ρ””’ψ”ψ””””ψ”ψ’ψψ”’ρ’一〇”φ””ψφ”φφ”””ψ”’φ”φ””ψφ”’ψφ’ψ””’””φ’””し
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9月9日
内科　亘理医院　　　奮25－8501
外科　斎藤医院　　　紐25－1222
歯科　小野歯科医院　盈25－8007
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科
科
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9月16日
内科　刈田病院　　　B25－2145
外科　刈田病院　　　留25－2145
歯科　高橋歯科医院　智26－3543

9月23日
内科　大沼医院　　　盈25－2502
外科　やまや婦人クllニック智25－0088

歯科　真壁歯科医院　留32－3122

9月24日
内科　広瀬医院　　　盈25－0238
外科　橋本医院　　　雪25－1616
歯科　富岡歯科医院　智24－4362

9月30日
内科　三浦クリニック　餐25－6854
外科　朝倉医院　　　留25－2101
歯科　村上歯科医院　a26－2678

10月7日
内科　海上医院　　　留25－1501
外科　刈田病院　　　費25－2145
歯科　三沢歯科クIJニックa26－2518

※都合により変更になる場合もあります。

市内の交通事故
1　7／16～8／15（）は累計
1
1シートベルト着用運動1
　　〔スローガン〕　　　l
シートペルト着けるゆとりが1

　　　身をまもる

今月の土曜閉庁日は、8日と22日です

9月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

14

14

14

14

5。25

14

14

　毎週
月・水・金

リオン

6・20
ニホン
21

14

10

　毎週
月・火・木・金

時　間

10：00～
　12：00

10：00～
　15：00

10：00～
　15100

10：00～
　15100

10：00～
　12：00

9：30～

15：00

10：00～
　15100

10100～
　15：00

13：00～
　14：00

10＝30～
　11：30

10100～
　15：00

10：00～
　15：00

　電話相

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

内 容

市行政に対する質問、要
望等について、川井市長

が直接相談に応じます。
（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の行

う仕事にっいて困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困

りごと

健康保険、船員保険、厚

生年金など

相続や贈与、土地売買に

関する税金、法人の税金

などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律にっいての困りごと

身体障害者精神薄弱者の

生活、職業、結婚等

談にも応じますB25－2111（内線）351

9：00～

17：00

階
談
一

　所
相
タ

役
年

蓼
ン

白
青
セ

‘供の教育ヒの相談

　　　　　『一　 皿τ 一1

　　　　事故発生件数1
韓（、3、4轟）i

1一…一一舜藷劃

轟、1交）

・今月の表紙

負傷者数

曾
鯉

静
訟、

　4人
（60人）

技に生きる⑤う

　蓼’欄織さ綱は、32年間花火づく
　響り一筋に打ち込む小関煙火店の三代目．

津讐1萎鷺鰹
　　おりに上がり、観客から拍手を受けた

　　時は、それまでの苦労が吹き飛びます」

　　と、出来上がった花火を我が子をいつ

　　くしむように撫でながら話してくれま

　　，した。

落
師

物損件数

　31件
（248件）

と
数
在

　
　
現

口
帯
末

　
　
月

人
世
7

　●●　　 1　　　●

，号1響
42，355人120，746人
　　　　1　（＋9人）　1　（＋11人）

　
　
人

　
　
9
刃

乙
7
6
0
ヲ

　
　
2

一
11。865世帯

（＋1世帯）

（）内は対前月比
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